
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

 
告

示

〇
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
申
請 

（
共
同
参
画
社
会
推
進
課
）　

　

一

〇
救
急
医
療
機
関
の
認
定 

（
医
療
整
備
課
）　

　

一

〇
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
変
更
の
届
出 

（
障
害
福
祉
課
）　

　

一

〇
県
営
土
地
改
良
事
業
換
地
計
画
の
縦
覧 

（
農
村
整
備
課
）　

　

二

〇
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
の
変
更
の
予
定 

（
森
林
整
備
課
）　

　

二

〇
建
設
業
許
可
の
取
消
し 

（
事
業
管
理
課
）　

　

二

〇
道
路
の
供
用
開
始 

（
道　

路　

課
）　

　

三

〇
港
湾
計
画
の
変
更
の
概
要 

（
港　

湾　

課
）　

　

三

〇
土
地
区
画
整
理
事
業
の
換
地
処
分
の
届
出 

（
都
市
計
画
課
）　

　

四

 
公
安
委
員
会

〇
技
能
検
定
員
及
び
教
習
指
導
員
資
格
審
査
の
実
施 

五

〇
営
業
許
可
取
消
通
知
の
公
示 

五

 
告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
九
十
六
号

　

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
特
定
非
営
利
活
動

法
人
の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
五
項
で
準
用
さ
れ
る
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告

示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

ド
リ
ー
ム
・
グ
リ
ー
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

一　

代
表
者
の
氏
名　
　
　
　
　
　

岩
下　

晴
彦

二　

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地　
　

大
崎
市
鳴
子
温
泉
字
星
沼
十
五

三　

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的　
　

 

こ
の
法
人
は
、
就
労
意
欲
の
あ
る
障
害
者
、
就
労
の
可
能
性
の
あ
る
障
害
者
に
対

し
て
、
主
に
障
害
者
自
立
支
援
法
な
ど
に
基
づ
く
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を

行
い
、
障
害
者
の
就
労
促
進
、
自
立
に
寄
与
す
る
こ
と
、
ま
た
就
労
が
困
難
な
障

害
者
に
対
し
て
も
生
活
支
援
や
相
談
事
業
な
ど
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
障
害
者

福
祉
の
増
進
を
図
り
、
社
会
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

中
山
平
温
泉
な
ら
で
は
の
温
泉
資
源
を
活
用
し
て
環
境
保
全
と
地
球
温
暖
化
防
止

C

の
テ
ー
マ
で
あ
る  

O  

２

を
抑
え
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
な
シ
ス
テ
ム

を
利
用
し
た
施
設
で
、
安
心
・
安
全
を
第
一
に
地
域
活
性
と
交
流
の
場
と
し
て
、

人
と
自
然
が
共
生
で
き
る
市
民
農
園
型
の
理
想
的
な
フ
ァ
ー
ム
・
パ
ー
ク
で
あ
る

D
ream

G
reen

夢
の
あ
る
緑
地
帯
（ 
    
  
    
）
の
実
現
を
目
的
と
す
る
。

四　

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日　
　
　

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
八
日

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
九
十
七
号

　

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
病
院
を

救
急
病
院
と
認
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
九
十
八
号

　

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
、
次
の
と
お
り
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り

告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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名　
　
　

称

仙
台
東
脳
神
経
外
科
病

院公
立
加
美
病
院

所　
　

在　
　

地

仙
台
市
宮
城
野
区
岩
切
一－

十

二－

一

色
麻
町
四
竃
字
杉
成
九

認
定
年
月
日

平
成
二
十
三
年
十
一
月

一
日

平
成
二
十
三
年
十
二
月

十
三
日

認
定
の
有
効
期
限

平
成
二
十
六
年
十
月
三

十
一
日

平
成
二
十
六
年
十
二
月

十
二
日



〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
九
十
九
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
県
営
土
地
改
良
事

業
栗
原
地
区
の
換
地
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ

り
関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
換
地
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第
八
十
九
条
の
二
第
四
項
で
準
用
す
る
同
法
第
八
十

七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
宮
城
県
知
事
に
異
議
申
立
て

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第
八
十
九
条
の
二

第
四
項
で
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら

起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
、
仙
台
地
方
裁
判
所
に
こ
の
決
定
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　
　

換
地
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
六
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

栗
原
市
役
所

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ

た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

栗
原
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

水
源
の
か
ん
養

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　
�
　

立
木
の
伐
採
の
方
法

�
　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

�
　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

�
　

間
伐
に
係
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　
�
　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

栗
原
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的　

　
　
　

土
砂
の
流
出
の
防
備

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　
�
　

立
木
の
伐
採
の
方
法

�
　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

�
　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

�
　

間
伐
に
係
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　
�
　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林

整
備
課
）
及
び
栗
原
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
一
号

第2316号　平成23年12月16日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （2）

事　
業　
所　
番　
号

〇
四
一
五
四
〇
〇
七
七
九

設　
置　
者　
名

特
定
非
営
利
活
動
法

人
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー

プ

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

変
更
前

変
更
後

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
そ

ら仙
台
市
太
白
区
長
町
三
丁
目

一－

三

長
町
そ
ら

仙
台
市
太
白
区
長
町
南
三
丁

目
十
三－

十
九　

パ
ー
シ
モ

ン
長
町
一
Ｆ
（
児
童
デ
ィ
サ

ー
ビ
ス
）

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
そ

ら仙
台
市
太
白
区
長
町
南
四
丁

目
二
十
五－

三
（
就
労
継
続

支
援
Ｂ
型
）

変
更
年
月
日

平
成
二
十
三
年

十
一
月
二
十
四

日



　

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
建
設
業
の
許
可
を
取
り
消

し
た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

許
可
を
取
り
消
し
た
年
月
日

　
　

平
成
二
十
三
年
十
二
月
五
日

二　

商
号
又
は
名
称
等

三　

許
可
取
消
し
の
原
因

　
　

建
設
業
に
係
る
廃
業
等
の
届
出
が
あ
り
、
建
設
業
法
第
二
十
九
条
第
一
項
第
四
号
に
該
当

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
二
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
大

河
原
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

 

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
三
号

　

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
三
条
の
三
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
、
石
巻
港
港
湾
計
画
の
変
更

の
概
要
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

港
湾
計
画
の
変
更
の
概
要

　

１　

公
共 
埠 
頭
計
画

ふ

　
　
�
　

変
更
す
る
施
設

　
　
�
　

新
た
に
追
加
す
る
施
設

　
　
�
　

新
た
に
追
加
す
る
施
設

　

２　

専
用
埠
頭
計
画

　
　
�
　

撤
去
す
る
施
設

 

（3）　 平成23年12月16日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第2316号　　 

商
号
又
は
名
称
及

び
代
表
者
の
氏
名

株
式
会
社
菊
地
産

業及
川　

怜
子

中
央
営
繕
サ
ー
ビ

ス
株
式
会
社

佐
藤　

洋
子

株
式
会
社
桧
家
住

宅
宮
城

木
村　

良
将

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地

石
巻
市
中
屋
敷
二
丁
目
四

－

百
八
十
八

仙
台
市
若
林
区
遠
見
塚
二

丁
目
二
十
七－

九

仙
台
市
宮
城
野
区
新
田
四

丁
目
十
六－

七

建

設

業

許

可

番

号

特－

二
十

第
九
千
八
百
四

十
四
号

般－
十
九

第
一
万
二
千
七

百
七
号

般－

二
十
二

第
一
万
八
千
九

百
四
十
号

申
請
区
分
及
び
許
可

を
取
り
消
し
た
建
設

工
事
の
種
類　
　
　

全
部
廃
業

特
定
建
設
業

　

土
木
工
事
業

　

建
築
工
事
業

　

と
び
・
土
工
工
事
業

一
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

管
工
事
業

全
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

建
築
工
事
業

　

大
工
工
事
業

　

屋
根
工
事
業

タ
イ
ル
・
れ
ん
が
・

ブ
ロ
ッ
ク
工
事
業

　

鋼
構
造
物
工
事
業

　

内
装
仕
上
工
事
業

受

付

年

月

日

平
成
二
十
三
年

 

十
一
月
二
日

平
成
二
十
三
年

 

十
一
月
二
日

平
成
二
十
三
年

 

十
一
月
十
一
日

道

路

の

種

類

路

線

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

一
般
国
道

百
十
三
号

白
石
市
小
原
字
駒
屋
敷
五
〇
番
一
地
先
か
ら

同
市
小
原
字
新
町
二
六
番
一
地
先
ま
で

平
成
二
十
三
年

十
二
月
十
六
日

地
区
名

釜

変　
　

更　
　

計　
　

画

種
別

岸
壁

水　

深

（
メ
ー
ト
ル
）

一
一

バ
ー
ス
数一

延　

長

（
メ
ー
ト
ル
）

三
〇
〇

既　
　

定　
　

計　
　

画

種
別

岸
壁

水　

深

（
メ
ー
ト
ル
）

 
一
〇九

バ
ー
ス
数一一

延　

長

（
メ
ー
ト
ル
）

一
八
五

一
六
五

地　
区　
名

釜

種　

別

岸　

壁

水
深（
メ
ー
ト
ル
）

四
・
五

バ
ー
ス
数

三

延　
　

長
（
メ
ー
ト
ル
）二

四
〇

地　
区　
名

釜

用　
　

途

埠
頭
用
地

面　
　
　

積　

（
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

一

地　
区　
名

種　
　

別

水　
　

深　

（
メ
ー
ト
ル
）

バ
ー
ス
数



　
　
�
　

廃
止
す
る
施
設

　

３　

水
域
施
設
計
画

　
　
�
　

航
路

　
　
�
　

泊
地

　
　
�
　

航
路
・
泊
地

　
　
�
　

撤
去
す
る
施
設

 

　

４　

廃
棄
物
処
理
計
画

　
　
　

新
た
に
追
加
す
る
施
設

　

５　

土
地
造
成
及
び
土
地
利
用
計
画

　
　

（
注
）
一　

（　

）
は
、
港
湾
の
開
発
、
利
用
及
び
保
全
並
び
に
港
湾
に
隣
接
す
る
区
域
の
保
全
に
、
特
に
密
接

に
関
連
す
る
土
地
造
成
計
画
で
内
数
で
あ
る
。

　
　

（
注
）
二　

端
数
整
理
の
た
め
、
内
訳
の
和
は
、
必
ず
し
も
合
計
と
は
な
ら
な
い
。

　
　

（
注
）
三　

今
回
の
変
更
に
係
る
地
区
の
み
記
述
し
た
。

　

６　

物
資
補
給
等
の
た
め
の
施
設

　
　
　

新
た
に
追
加
す
る
施
設

二　

変
更
後
の
港
湾
計
画
の
縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
土
木
部
港
湾
課
（
仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号
）

　
　

宮
城
県
石
巻
港
湾
事
務
所
（
石
巻
市
中
島
町
十
七
番
二
号
）

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
四
号
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地　
区　
名

種　
　

別

名　
　
　

称

延　

長
（
メ
ー
ト
ル
）

地　
区　
名

釜

変　
　

更　
　

計　
　

画

水
深
（
メ
ー
ト
ル
）

一
一

幅
員
（
メ
ー
ト
ル
）

二
〇
〇

既　
　

定　
　

計　
　

画

水
深
（
メ
ー
ト
ル
）

一
〇
〜
一
一

幅
員
（
メ
ー
ト
ル
）

 

二
〇
〇

地　
区　
名

釜

種　
　

別

ド
ル
フ
ィ
ン
（
専
用
）

水　
　

深　

（
メ
ー
ト
ル
）

四
・
五

バ
ー
ス
数二

釜

ド
ル
フ
ィ
ン
（
専
用
）

四
・
五

五

地　
区　
名

釜

変　
　

更　
　

計　
　

画

水
深
（
メ
ー
ト
ル
）

一
一
一
〇

面
積
（
ヘ
ク
タ
ー
ル
）二

四
七

既　
　

定　
　

計　
　

画

水
深
（
メ
ー
ト
ル
）

一
〇

面
積
（
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

四
九

地　
区　
名

釜

変　
　

更　
　

計　
　

画

水
深
（
メ
ー
ト
ル
）

一
一
一
〇

面
積
（
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

四
二七

既　
　

定　
　

計　
　

画

水
深
（
メ
ー
ト
ル
）

一
〇

面
積
（
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

四
九

釜

突　
　

堤

東
突
堤

五
〇

地　
区　
名

雲
雀
野

種　
　

別

海
面
処
分
・
活
用
用
地

面　
　
　

積　

（
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

一
〇

地
区
名

釜

変　
　

更　
　

計　
　

画

用　
　

途

埠

頭

用

地

港
湾
関
連
用
地

工

業

用

地

交
通
機
能
用
地

緑

地

合

計

面
積
（
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

三
八
（
一
）

一
二

二
九
五
三
三

　
　
　

六

三
八
三
（
一
）

既　
　

定　
　

計　
　

画

用　
　

途

埠

頭

用

地

港
湾
関
連
用
地

工

業

用

地

交
通
機
能
用
地

緑

地

合

計

面
積
（
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

三
七
一
二

二
九
五
三
三六

三
八
三

地　
区　
名

釜

種　
　

別

岸　
　

壁

水
深
（
メ
ー
ト
ル
）

九

延
長
（
メ
ー
ト
ル
）

五
〇



　

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
百
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土
地
区
画
整
理

事
業
の
換
地
処
分
に
つ
い
て
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

土
地
区
画
整
理
事
業
の
名
称

　
　

松
島
町
東
磯
崎
土
地
区
画
整
理
事
業

二　

施
行
者
の
名
称

　
　

松
島
町
東
磯
崎
土
地
区
画
整
理
組
合

三　

事
務
所
の
所
在
地

　
　

宮
城
郡
松
島
町
高
城
字
元
釜
家
二
番
地
四

四　

換
地
処
分
の
年
月
日

　
　

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
一
日

公
安
委
員
会

（5）　 平成23年12月16日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第2316号　　 

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
告
示
第
128号

　
道
路
交
通
法
（
昭
和
35年

法
律
第
105号

）
第
99条

の
２
第
４
項
第
１
号
イ
及
び
第
99条

の
３
第
４
項
第
１
号
イ
の

規
定
に
よ
り
，
技
能
検
定
員
資
格
審
査
及
び
教
習
指
導
員
資
格
審
査
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

　
　
平
成
23年

12月
16日

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
檜
山
　
公
夫
　
　

１
　
資
格
審
査
の
種
類
，
期
日
及
び
場
所

 

２
　
資
格
審
査
申
請
手
続

　
�
　
受
付
期
間

　
平
成
23年

12月
16日

（
金
）
か
ら
平
成
24年

１
月
６
日
（
金
）
ま
で
の
午
前
８
時
30分

か
ら
午
後
５
時
15分

ま
で
（
土
曜
，
日
曜
及
び
祝
日
を
除
く
。）

　
�
　
受
付
場
所

　
　
　
仙
台
市
泉
区
市
名
坂
字
高
倉
65番

地

　
　
　
宮
城
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
内
　
宮
城
県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免
許
課

　
�
　
資
格
審
査
申
請
用
紙
の
配
布

　
　
ア
　
配
布
期
間

　
平
成
23年

12月
16日

（
金
）
以
降
（
土
曜
，
日
曜
及
び
祝
日
を
除
く
。）
の
午
前
８
時
30分

か
ら
午
後
５
時

15分
ま
で

　
　
イ
　
配
布
場
所

　
　
　
　
宮
城
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
（
宮
城
県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免
許
課
）

３
　
そ
の
他

　
　
詳
細
に
つ
い
て
は
，
宮
城
県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免
許
課
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

　
　
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
　
022－

373－
3601（

内
線
221，

222）

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
告
示
第
129号

　
次
の
者
は
，
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
23年

法
律
第
122号

。
以
下
「
法
」

と
い
う
。）
第
８
条
第
４
号
の
規
定
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
の
で
，
平
成
23年

12月
７
日
風
俗
営
業
の
許
可
を
取
り
消

し
た
。

　
し
か
し
，
被
処
分
者
の
所
在
が
不
明
で
営
業
許
可
取
消
通
知
書
を
交
付
で
き
な
い
の
で
，
こ
の
告
示
を
も
っ
て
交
付

に
代
え
る
。

　
な
お
，
営
業
許
可
取
消
通
知
書
は
，
被
処
分
者
か
ら
請
求
が
あ
れ
ば
，
い
つ
で
も
こ
れ
を
交
付
す
る
。

　
　
平
成
23年

12月
16日

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
檜
山
　
公
夫
　
　

資
格
審
査
の
場
所

資
格
審
査
の
期
日

資
　
格
　
審
　
査
　
の
　
種
　
類

仙
台
市
泉
区
市
名
坂
字

高
倉
65番

地

宮
城
県
運
転
免
許
セ
ン

タ
ー

平
成
24年

１
月
23日

か
ら

平
成
24年

３
月
30日

ま
で

　
現
に
技
能
検
定
員
，
教
習
指
導
員
で
あ
る
者
が

新
た
に
他
の
運
転
免
許
（
普
通
自
動
二
輪
車
免
許

を
除
く
）
に
係
る
技
能
検
定
員
の
資
格
又
は
教
習

指
導
員
の
資
格
を
追
加
し
て
取
得
し
よ
う
と
す
る

者　
新
た
に
大
型
，
中
型
自
動
車
第
二
種
免
許
及
び

普
通
自
動
車
第
二
種
免
許
に
係
る
技
能
検
定
員
の

資
格
又
は
教
習
指
導
員
の
資
格
を
取
得
し
よ
う
と

す
る
者
で
平
成
22年

，
23年

度
自
動
車
安
全
運
転

セ
ン
タ
ー
中
央
研
修
所
を
修
了
し
た
こ
と
等
に
よ

り
資
格
審
査
の
一
部
科
目
が
免
除
と
な
る
者

　
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
中
央
研
修
所
を
修

了
し
た
こ
と
等
に
よ
り
資
格
審
査
の
全
科
目
が
免

除
と
な
る
者
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記

１
　
被
処
分
者
の
営
業
所
の
所
在
地
及
び
名
称

　
　
宮
城
県
登
米
市
豊
里
町
上
屋
浦
198番

地
１

　
　
ラ
ウ
ン
ジ
ア
ム
ー
ル

２
　
被
処
分
者
の
氏
名
又
は
名
称

　
　
佐
藤
　
睦
美

３
　
処
分
事
由

　
　
３
月
以
上
所
在
不
明
で
あ
り
，
法
第
８
条
第
４
号
の
規
定
に
よ
り
風
俗
営
業
許
可
の
取
消
し
に
該
当
す
る
。

４
　
そ
の
他

�
　
こ
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
，
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
60日

以
内

に
，
宮
城
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
，
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と

を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
60日

以
内
で
あ
っ
て
も
，
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経

過
す
る
と
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

�
　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
は
，
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
，
宮

城
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
宮
城
県
を
代
表
す
る
者
は
宮
城
県
公
安
委
員
会
と
な
り
ま
す
。），
処
分
の

取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
，
こ
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
６
か
月
以
内
で
あ
っ
て
も
，
こ
の
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し

の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）。

た
だ
し
，
上
記
�
の
異
議
申
立
て
を
し
た
場
合
に
は
，
当

該
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
，
処
分
の
取

消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
，
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
，
当
該
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決

定
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。）。


